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写真奥は、朝日に向かって走る新開地行きの電車（市場駅近くで）

会員募集中！ (　　     )
正会員 2,000円
家族会員大人 1,200円
　　小学生以下 600円

第3期
昨年9月⇒8月

①粟生線サポーターズくらぶ会員証
②粟生線サポーターズくらぶフリーパス1枚
③くらぶ加盟店で割引や特典
④「粟生線乗ろうＤＡＹ！」プログラム参加スタンプを集めると
　オリジナルグッズ進呈　

会員特典

ろ
い
か
う


